
濱
口
梧
陵
国
際
賞
で
大
臣
表
彰

対
策
技
術
の
普
及
啓
発
を
決
意

改
正
フ
ロ
ン
法
の
取
り
組
み
評
価

産
構
審

中
環
審
業
務
用
冷
凍
空
調
で
報
告
書
案

水
環
境
の
研
究
機
関
や
建
設
関
係
団
体
な
ど
で
つ
く
る
国
際
津
波
・
沿
岸
防
災
技
術
啓
発
事
業
組
織
委
員
会
は

十
一
月
二
十
九
日
、
東
京
・
千
代
田
区
平
河
町
の
海
運
ク
ラ
ブ
で
二
〇
二
一
年
「
濱
口
梧
陵
国
際
賞
」
（
国
土
交

通
大
臣
賞
）
の
授
賞
式
を
開
催
し
た
。
斉
藤
鉄
夫
国
交
相
、
二
階
俊
博
衆
院
議
員
ら
が
出
席
し
、
津
波
・
高
潮
・

洪
水
な
ど
の
防
災
・
減
災
に
多
大
な
貢
献
を
果
た
し
た
国
内
外
の
功
労
者
・
団
体
を
表
彰
し
、
記
念
講
演
会
な
ど

を
繰
り
広
げ
た
。
決
意
も
新
た
に
沿
岸
防
災
対
策
技
術
の
一
層
の
普
及
啓
発
に
努
め
て
い
く
。

濱
口
梧
陵
は
紀
伊
国
有
田

郡
広
村
、
現
在
の
和
歌
山
県

有
田
郡
広
川
町
の
出
身
で
郵

政
大
臣
に
相
当
す
る
駅
逓
頭

や
初
代
和
歌
山
県
議
会
議
長

な
ど
を
務
め
た
。
安
政
元
年

（
一
八
五
四
年
）
に
大
地
震

が
発
生
し
、
大
津
波
が
一
帯

を
襲
っ
た
と
き
梧
陵
は
稲
束

を
積
み
重
ね
た
稲
む
ら
に
火

を
放
っ
て
村
人
を
誘
導
し
、

安
全
な
場
所
に
避
難
さ
せ

た
。
そ
の
後
も
被
災
者
用
の

小
屋
の
建
設
や
防
波
堤
の
築

造
な
ど
に
取
り
組
み
、
津
波

に
よ
る
被
害
を
最
小
限
に
抑

え
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。

濱
口
梧
陵
国
際
賞
は
日
本

の
津
波
防
災
の
日
で
あ
る
十

一
月
五
日
が
二
〇
一
五
年
の

国
連
総
会
で
「
世
界
津
波
の

日
」
に
制
定
さ
れ
た
こ
と
を

受
け
て
国
際
津
波
・
沿
岸
防

災
技
術
啓
発
事
業
組
織
委
員

会
（
会
長
・
髙
野
誠
紀
国
立

研
究
開
発
法
人
海
上
・
港
湾

・
航
空
技
術
研
究
所
港
湾
空

港
技
術
研
究
所
長
）
が
二
〇

一
六
年
に
創
設
。
沿
岸
防
災

対
策
の
国
際
的
な
普
及
促
進

へ
濱
口
梧
陵
国
際
賞
選
考
委

員
会
（
委
員
長
・
河
田
惠
昭

京
都
大
学
名
誉
教
授
・
関
西

大
学
社
会
安
全
研
究
セ
ン
タ

ー
長
・
人
と
防
災
未
来
セ
ン

タ
ー
長
）
が
厳
正
に
審
査
し

て
い
る
。

授
賞
式
で
は
髙
野
会
長
が

冒
頭
あ
い
さ
つ
に
立
ち
「
本

賞
は
沿
岸
防
災
に
顕
著
な
功

績
の
あ
っ
た
個
人
・
団
体
を

称
え
、
広
く
世
界
に
そ
の
重

要
性
を
周
知
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
い
る
。
委
員
長
の

河
田
先
生
を
は
じ
め
選
考
に

あ
た
り
ご
尽
力
い
た
だ
い
た

皆
さ
ま
に
お
礼
を
申
し
上
げ

る
。
さ
ら
に
本
賞
の
認
知
度

を
高
め
、
沿
岸
防
災
の
普
及

へ
つ
な
げ
て
い
き
た
い
」
と

意
欲
を
示
し
た
。

続
い
て
斉
藤
国
交
相
が

「
多
く
の
関
係
者
の
方
々
の

ご
協
力
に
感
謝
す
る
と
と
も

に
、
受
賞
さ
れ
た
皆
さ
ま
の

長
年
に
わ
た
る
活
動
と
多
大

な
功
績
に
深
く
敬
意
を
表
す

る
。
十
年
前
に
東
日
本
大
震

災
が
発
生
し
、
津
波
が
広
範

囲
に
わ
た
っ
て
甚
大
な
被
害

を
も
た
ら
し
た
。
こ
の
恐
ろ

し
さ
を
教
訓
に
事
前
の
備
え

が
必
要
不
可
欠
で
あ
る
こ
と

を
世
界
に
認
識
し
て
も
ら
う

こ
と
が
重
要
だ
。
国
民
の
防

災
意
識
を
高
め
、
ハ
ー
ド
と

ソ
フ
ト
が
一
体
と
な
っ
た
取

り
組
み
を
進
め
る
う
え
で
本

賞
の
意
義
は
一
段
と
高
ま
っ

て
い
る
」
と
激
励
を
込
め
て

あ
い
さ
つ
し
た
。

来
賓
祝
辞
で
は
和
歌
山
県

出
身
の
二
階
衆
院
議
員
が

「
津
波
防
災
の
重
要
性
を
一

人
で
も
多
く
の
方
に
知
っ
て

も
ら
い
た
い
思
い
で
国
政
に

尽
力
し
て
き
た
。
本
年
も
授

賞
式
を
盛
大
に
開
催
で
き
た

こ
と
を
皆
さ
ま
に
深
く
感
謝

す
る
。
梧
陵
先
生
の
尊
い
精

神
を
受
け
継
い
で
真
剣
に
取

り
組
み
続
け
て
い
く
こ
と
を

お
誓
い
申
し
上
げ
る
」
と
述

べ
、
同
郷
の
偉
人
の
遺
志
を

引
き
継
ぐ
決
意
を
示
し
た
。

こ
の
あ
と
受
賞
者
の
松
冨

英
夫
秋
田
大
学
名
誉
教
授
・

中
央
大
学
研
究
開
発
機
構
客

員
教
授
、
ギ
リ
シ
ャ
の
Ｇ
ｅ
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国
際
自
然
災
害
防
止
・

軽
減
学
会
会
長
、
ア
メ
リ
カ

の
太
平
洋
津
波
博
物
館
に
表

彰
楯
を
贈
り
、
記
念
講
演
が

行
わ
れ
た
。

産
業
構
造
審
議
会
製
造
産

業
分
科
会
化
学
物
質
政
策
小

委
員
会
フ
ロ
ン
類
等
対
策
Ｗ

Ｇ
（
座
長
・
齋
藤
潔
早
稲
田

大
学
基
幹
理
工
学
部
教
授
）

と
中
央
環
境
審
議
会
地
球
環

境
部
会
フ
ロ
ン
類
等
対
策
小

委
員
会
（
委
員
長
・
中
根
英

昭
高
知
工
科
大
学
名
誉
教

授
）
の
第
十
一
回
合
同
会
議

が
十
一
月
二
十
九
日
、
オ
ン

ラ
イ
ン
開
催
さ
れ
た
。
業
務

用
冷
凍
空
調
機
器
の
フ
ロ
ン

漏
洩
対
策
を
抜
本
的
に
強
化

す
る
改
正
フ
ロ
ン
法
が
施
行

さ
れ
て
五
年
経
過
し
た
こ
と

か
ら
具
体
的
な
取
り
組
み
状

況
や
施
策
に
つ
い
て
評
価
す

る
報
告
書
案
を
ま
と
め
た
。

業
務
用
冷
凍
空
調
機
器
の

廃
棄
時
と
同
程
度
の
フ
ロ
ン

漏
洩
が
使
用
中
に
も
発
覚
し

た
た
め
、
平
成
二
十
五
年
に

フ
ロ
ン
回
収
・
破
壊
法
が
改

正
さ
れ
、
同
二
十
七
年
四
月

一
日
か
ら
施
行
さ
れ
た
。
新

た
に
フ
ロ
ン
排
出
抑
制
法
と

名
称
を
変
更
し
、
機
器
の
製

造
・
使
用
・
廃
棄
に
至
る
ま

で
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
全
体
に

わ
た
る
包
括
的
な
対
策
が
盛

り
込
ま
れ
た
。

今
回
の
報
告
書
案
で
は
法

改
正
の
目
的
と
し
て
フ
ロ
ン

使
用
製
品
の
ノ
ン
フ
ロ
ン
・

低
温
暖
化
、
機
器
使
用
時
に

お
け
る
漏
洩
防
止
、
充
塡
・

回
収
・
再
生
行
為
の
適
正
化

な
ど
を
指
摘
。
ま
た
法
改
正

以
降
の
施
策
の
動
向
と
し
て

地
球
温
暖
化
対
策
計
画
・
長

期
戦
略
の
改
定
や
二
〇
五
〇

年
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル

に
向
け
た
取
り
組
み
な
ど
に

言
及
し
た
。

改
正
項
目
の
施
行
状
況
で

は
ガ
ス
メ
ー
カ
ー
や
機
器
・

製
品
メ
ー
カ
ー
に
よ
る
取
り

組
み
、
機
器
ユ
ー
ザ
ー
の
冷

媒
管
理
、
充
塡
回
収
業
者
に

よ
る
適
切
な
充
塡
、
破
壊
・

再
生
業
者
に
よ
る
適
切
な
処

理
、
地
方
か
ら
の
権
限
委
譲

の
提
案
な
ど
を
厳
密
に
評
価

し
て
い
る
。

斉藤国交相

海運クラブで授賞式

髙野会長

二階衆院議員

齋藤座長

中根委員長
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